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には、表現技法として別の可能性があるのではないか」という問題提起のもと、ロトスコープを  20 世紀美
術史の中に据え直し、その美学について考察することで「ロトスコープをひとつの表現技法として体系立て
ること」を目的としたロトスコープの比較美術論である。 


































































    
 
さらに新作では岩崎はこれまで採用しなかったテキストを使用し、イメージと言葉が併置する事で生じる
摩擦によって、不可解さを生む事を考えたのではないだろうか。シングルチャンネルのため、英字新聞やエ
ルンスト「百頭女」などから援用したテキストは象徴性を帯びている。テキストとイメージの関係が奇妙に
関連し合い、作品内で効果的かどうかは現段階では判定が難しいものの、シュルレアリズムを包括的に捉
え、作品に新たな展開を与えた意欲作であることは充分に判断できる。 
展示空間の原画とモニターの配置に関しては、やや整然としすぎている印象だった。空間も提出作品と同
じコラージュ技法で構成できる可能性があったが、作品をシンプルに見せる方法としてはおおよそ成功して
いる。シュルレアリズムと自作との接続をロトスコープという技法を中心に据え、現代の美術作品としての
有効性にアプローチした事は評価できる。提出作品と論文との整合性も深く、博士号取得に相応しいと判断
する。 
 
 
